別紙１　応募様式
食品リサイクル推進環境大臣賞

応　募　書
平成　　年　　月　　日

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部　御中

（応募者名）　　　　　　　　　　　　

（代表者役職・氏名）　　　　　　　　印
1． 取組の名称

	


２－１．応募者連絡先

	事業所名
	

	住　　所
	（〒　　　―　　　　）


	担　当　者


	ふりがな
	

	
	氏　　名
	

	
	所属部署
	

	
	電　　話
	

	
	ファックス
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


２－２．連名での応募を希望する場合は2-1の代表応募者以外の事業者名を記入）

	事業者名
	代表者名
	連絡先（電話）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


３．取組の概要等

	取組の概要
	※１　取組等をはじめた経緯、現在の取組に関する目標、特徴、その効果等を記入してください。

※２　取組の特徴と効果については、食品廃棄物等の発生抑制の観点に留意して記入してください。

　　（例：本取組は、○○の点が特徴的であり、食品廃棄物等の発生抑制対策として、具体的には□□、◎○といった効果を上げている。等）

※３　複数の取組にまたがる場合には、それぞれ取組の内容、効果等を記入してください。

　　　（例：本取組では、A及びBの取組を行っており、Aの取組の内容は◇◇であり、Bの取組内容は▽▽である。食品廃棄物等の再生の促進の観点から、それぞれ具体的に□△、○□、□◎等の高い効果を上げている。等）



	類似表彰の受賞歴
	※　類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名をご記入ください。




４．各側面でのアピールポイント

取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準については、「別紙２審査基準」をご参照ください。

	先進性・

独自性


	· 食品廃棄物等の排出抑制に配慮した取組として、他の取組には見られない先進的な特徴や独自の方法等があれば、記入してください。


	経済性
	※　取組によって事業全体のコスト削減に繋がる効果があれば、記入してください。



	継続性


	※１　取組の開始時期、活動年数など継続性が分かる内容を記入してください。

※２　また、継続性を担保するため、定期的な評価・改善などを行っている場合は、その内容も記入してください。



	波及性・普及性

	※　取組が他の事業者や市民団体、地方公共団体への波及効果を有している場合には、その具体的内容等を記入してください。特に、波及した主体の数やそれらの主体による食品廃棄物等の再生の定量的な効果を把握している場合には、記入してください。

　　また、消費者への理解増進に繋がる効果を記入してください。


	その他


	· その他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。



５．添付資料

本応募書以外に参考となる資料があれば添付してください。

　例１： 取組がわかる資料（計画資料、消費者向け資料、取組写真、環境報告書、取組説明資料等）

　例２： 新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等
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